様式１（表紙）赤字の部分は提出の際、削除して下さい。


令和８年度「食解析システムの拡張による食育ビジネスの創出」
食育サービスモデル実証試験課題提案書
	受付番号


	


(記載不要)

	




	実証課題名

	○○○○

公募する食育サービスモデルグループ（A・B・C・D） A-Dのいずれかを選択




	実施期間
	２０２６年度～２０２○年度　（○年間）　




	（フリガナ）
課題代表者名
	

	役職
	


	所属機関名
	

	所属部署名
	

	勤務先
住所等
	〒
住所：

	
	電話：
	

	
	e-mail：





様式１－１（課題概要図）Ａ４用紙１枚（縦・横いずれでも可）
	実証課題名
	



· 具体的な実証課題内容、アウトカム等について、図や表を用いて分かりやすく作成


様式１－２

実証試験課題提案内容

	実証課題名
	

	代表機関名
	○○○○株式会社

	代表者名
	所属・職名
	氏　　名
	連　　絡　　先

	
	


	


	（電話番号）
（Fax）
（E-mail）



	課題代表者
	（職名）代表取締役○○
（氏名）○○　○○

	所在地
	（郵便番号）〒
（住所）○○都○○区○○
（電話番号）

	業務概要
	※　業務の概要を簡潔に記載してください。○○製造・販売




１．実証試験課題内容
	１）実証課題のポイント
（サービスモデルの背景・目的）　（200文字程度）








（サービスモデルの目標）（100文字程度）







（実証試験の概要）（500文字程度）
























（ビジネスの見込み）（300文字程度）















	２）食育活動への寄与
※　食育活動への寄与度について、記載すること。











	３）経済的インパクト
※　経済的インパクトの大きさについて、記載すること。















２．実施体制
	実証課題名：

	グループ構成・役割

代表機関　　株式会社○○○○

　○○○有効性検証　○○○○株式会社
　○○○有効性検証　株式会社○○○○
○○○○の開発　　株式会社○○○○
　○○○○の解析　　○○○○株式会社

（実施体制図）簡単にそれぞれの関係を図示




























※　以下の４つのグループより申請する。重複申請を可とする。
＊食育サービスモデルA実証試験グループ
　病院に通院する市民等への宅食、外食など通じた「豊かな食システム」の有効性検証（栄養バランス改善・食行動変容、筋力・疲労感・睡眠等体調変化）、食育ビジネス創出、継続性検証
＊食育サービスモデルB実証試験グループ
働き盛り世代における小売流通での「豊かな食解析システム」の有効性検証（栄養バランス改善・食行動変容、疲労感・睡眠等体調変化）、食育ビジネス創出、継続性検証を行う。
＊食育サービスモデルC実証試験グループ
若い世代における健康経営を介した「豊かな食解析システム」の有効性検証（食行動変容、疲労感・睡眠等体調変化）、食育ビジネス創出、継続性検証を行う。
　　　＊食育サービスモデルD実証試験グループ
　　　　　上記に当てはまらない「豊かな食解析システム」の有効性検証、食育ビジネス創出、継続性検証を行う。



	情報管理責任者等

	氏　名
	

	所属
役職
	













様式２（食育サービスモデル実証試験グループ申請用）

令和　　年　　月　　日

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
食品研究部門　殿

住　　所
機関名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　印


食育サービスモデル実証試験グループ申請書

BRIDGE「食解析システムの拡張による食育ビジネスの創出」の課題中、「豊かな食解析システム」を利用した食育サービスモデルの創出・実証を、下記の機関とともに食育サービスモデル実証試験グループを設立して実施することとし、サービスモデルを提案します。
また、提案に関するグループ代表者は、下記のとおりです。
なお、当法人が本グループの代表として、BRIDGE「食解析システムの拡張による食育ビジネスの創出」共同研究契約に則り、グループ全体の推進、調整、取りまとめ等課題実施に必要な業務を行います。

記

１．申請グループ名及び提案課題名
食育サービスモデル（A,B,C,D）実証試験グループ（A-Dのいずれかを○）
「実証課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

２．グループ代表者　
所属機関　
職　　名　
氏　　名　

３．グループ参画機関（民間企業等）
　　　株式会社○○○○
　　　○○○○株式会社

様式３（食育サービスモデル実証試験グループ参加用）

令和　　年　　月　　日

食育サービスモデル（　　）実証試験グループ
代表機関　○○○○株式会社
○○部 ○○○長　○○ ○○　殿

住　　所
機関名称
担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　印


食育サービスモデル実証試験グループ参加申込書

BRIDGE 「食解析システムの拡張による食育ビジネスの創出」の課題中、「豊かな食解析システム」を利用した食育サービスモデルの創出・実証を、下記の食育サービスモデル（　　）実証試験グループに参加申込をいたします。
また、当該グループに関する当社の研究担当者は、下記のとおりです。
なお、株式会社○○○○が当該グループの代表機関として、全体の推進、調整、取りまとめ等、本課題の実施に必要な業務を行うことに異存はありません。

記

１．参画グループ名および提案課題名
食育サービスモデル（A,B,C,D）実証試験グループ（A-Dのいずれかを○）
「実証課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

２．研究担当者
（所属・職名）　株式会社○○○○ ○○○部 ○○○○部長
（氏　　　名）　○○ ○○
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